
コロナ後“初”クルーズ客船が鳥取港にやってくる！ 

                              （資料）ポナン「日本周遊クルーズ2023」 

 フランスの船社「ポナン」所属のクルーズ客船「ル・ソレアル」が、来年 4 月に鳥取港に寄

港することが決定しました。 

 深澤市長をはじめ、関係者によるポートセールスが結実したもので、鳥取港へのクルーズ客船

の寄港は、平成30年以来「5年ぶり」となります。 

（外航クルーズ船は、平成24年のクラブ・ハーモニー（韓国）以来11年ぶり2回目の寄港。） 

今月、ポナン社日本・韓国支社長の伊
い

知地
じ ち

 亮
りょう

氏が来県し、深澤市長を表敬訪問される予定です。 

寄 港 日 令和 5年 4月 17日（月） ※コロナの感染状況等によっては変更の可能性があります。

船の概要 【船名】ル・ソレアル 【全長】142ｍ 【総トン数】10,700トン 

【乗客定数】264名  【乗組員数】140名 

※乗客一人当たりのスタッフ数が多く、船内では最高級のサービスが提供される。 

経  緯 平成 30年 2月／マーク・ベルベリアン氏（ポナン社港湾施策・戦略担当社長

付特別顧問）が鳥取県を訪れ、深澤市長、平井知事によるポ

ートセールスを展開。 

以降、鳥取港振興会を中心にポートセールスを継続。 

令和 3年 10月／ポナン社日本・韓国支社長が鳥取県内を視察。 

令和 3年 11月／船舶代理店からル・ソレアルの鳥取港寄港予約の連絡。 

令和 4年 3月 ／ポナン社が2023年日本周遊クルーズを発表。 

この取組は、「新型コロナウイルス感染症からの鳥取市復興・再生プラン」の施策です。 

『ようこそ、ようこそ クルーズ船誘致でまちの活性化』
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